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日本行動計量学会第３４回大会始末記 

 丸山久美子  聖学院大学 
                       
去る 2006 年９月 11 日(月)から 14 日（木）の４

日間、日本行動計量学会第 34 回大会を聖学院大学

で開催した。聖学院大学は新聞・雑誌などの宣伝

広告をしないという慣習があり、この大学がどこ

にあるのかと問う声をしばしば耳にする。幼稚園

から高等学校までの案内図は東京山手線の駒込駅

に立て看板が見られるので山手線に乗って何とな

く聖学院という名前を目にした人は多いと思う。

ところが、大学・大学院は埼玉県の大宮と上尾の

中間地点にあり、宮原駅（高崎線）、または日進駅

（埼京線）を下車して徒歩 20 分程、スクールバス

で５分のところにある。この学校は 1903 年(明治

36 年)に神学校としてアメリカのデサイプル派の

宣教師によって創立された古い学校であるが、大

学が創立されたのは 1988 年でまだ 20 年に満たな

い。宮原駅を下車して前方にそびえるチャペルの

尖塔を目指して、新大宮バイパスを越えると聖学

院大学の校舎に行き当たる。大学の創立理念はプ

ロテスタント・キリスト教の教育理念である「神

を仰ぎ、人に仕える」をモットーとしている。こ

のような教育理念であるから、無意識のうちにこ

こに学ぶ学生たちは「人に仕える」事を体得する。

学会当日は、近隣の埼玉大学の松本正生先生のゼ

ミ生が 10 名程協力してくれたが、本学の学生や卒

業生 20 名、４日間休みなく人に仕えて、人生のほ

んの一時でしかない、学生時代の特別な行事に参

加した。最終日の慰労会で牧師である学長が彼ら

を労い、祝福された光景は印象深く心に残った。

聖学院大学のチャペルは広く公開されており、キ

リスト教とは何の関係もない団体がこのチャペル

を利用する。学会大会の総会や特別講演などをこ

のチャペルで行ったが、このこともこれまでにな

い学会大会に厳粛な気分を与える重厚な雰囲気を

かもし出した。だが、例年ならば、9 月上旬は残

暑の厳しい天候であるはずだったが、異常気象の

せいか、連日雨が降り、気温は低く、肌寒い 4 日

間であった。 

 思い返すと第３回の学会大会は青山学院大学の

渋谷キャンパスで行われた。当時私は文学部の助

手であり、主任教授であった瀬谷正敏先生に実行

委員長をお願いし、実質的にはすべて一人で大会

を運営した。その当時は会員数が少なく、統計数

理研究所の大講堂だけを利用して学会大会を開催

していたくらいであるから、青山学院大学で大会

を開催するにしても、比較的容易に運営すること

ができたのだと思う。そんなことを思い出してい

ると、行動計量学会が設立された当時のことが脳

裏をよぎった。1960 年代後半から 1970 年代前半

は大学紛争が吹き荒れた時代でどこの大学でも全

共闘に占拠された大学は黒覆面をした彼らの生活

の場であった。大学は封鎖され、授業は行われず、

連日大学の幹部は場所を変えて対策を練っていた。

研究活動は大学内では行われず、実験室も封鎖さ

れたままなので、困惑した私は統計数理研究所の

林知己夫先生の部屋に転がり込み、そこで勉強す

る許可を得た。行動計量学会設立の大枠が決定し

たのはそんな状況下の時である。イリノイ大学の

タッカー教授から学位を取得して帰国し、立教大

学の社会学部へ奉職した新進気鋭の若い研究者池

田央先生が中心となって「多変量解析シンポジウ

ム」という研究会が発足した。この研究会に参加

していた当時のメンバーは東京大学の教育心理学

研究室に関係の深かった計量社会学の安田三郎氏、

柳井晴夫氏、高根芳雄氏、猪口孝氏などの計量心

理学、計量社会学・政治学などの若手の研究者や

学生たちであった。この研究会を学会規模に広げ

ようとする意向がメンバーの中から沸き起こり、

早速、学会の頭となる有力な知名度のある統計学

者、社会学者・心理学者を説得する必要に迫られ、

林知己夫先生に白羽の矢が当たり、先生を説得し

て我々の趣旨を理解していただくことが急務とな

った。林知己夫先生は我々の情熱に感銘して学会

の理事長を引き受けてくれた。当時の事務局は私

と当時東京大学の医学部の助手であった柳井晴夫

氏のほかに、電子技術総合研究所（当時）の岩坪

秀一氏、統計数理研究所の松原望氏（当時）、国立

教育研究所（当時）の梶田叡一氏の３名が加わり

総勢５人のメンバーで構成された。欧文誌編集委

員長は印東太郎先生、和文誌編集委員長は野元菊

雄先生であった。今思い起こせが隔世の感がある。 

 今日、林知己夫先生や野元菊雄先生は彼岸へ旅

立ち、我々事務局員も馬齢を重ね、当時の瞬発力
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を失っている。そんなわけで、今回の大会には学

会設立当時の面々に登場を願った。まさに、温故

知新である。私が大会実行委員長を引き受け,特別

講演を柳井晴夫先生（聖路加大學大学院特任教授）

と梶田叡一先生（兵庫教育大学学長）にお願いし

た。チャペルの硬い椅子に腰掛け、両先生のこれ

までの研究の歩みを聞きながら、来年は 35 歳にな

る行動計量学会の更なる発展を祈念し、多くの人

たちに支えられて充実した 4日間を過ごした。 

 

 

 
 

林知己夫賞(優秀賞）を受賞して 

総合地球環境学研究所 鄭 躍軍 

 

このたび日本行動計量学会第 34 回大会におい

て、林知己夫賞（優秀賞）を受賞し、まことに光

栄に思います。そのお知らせを聞いたときには正

直に申し上げて驚きました。私がこのような素晴

らしい賞に値する研究をしてきたかを戸惑いまし

た。むしろ、今回の受賞は私に「行動計量学的研

究を一層進めよ」という大きな鞭撻であると理解

しています。 

私は、もともと樹齢、種類などが異なる樹木が

同じ空間で競争しながら共存する森林の変化を中

心に研究を展開していたが、複雑な構造をもつと

いう点は人間社会と樹木社会が共通するものです。

これをきっかけに、私は社会事象に興味をもち、

社会調査データの獲得と分析に関する研究を従事

し始めました。特に、個人情報保護の強化にとも

ない、抽出名簿の閲覧制限が厳しくなっている今

日の状況に備えて、調査環境の急激な変動に適応

した標本抽出法、社会事象に関わる質的データの

解析について研究しています。また、異なる社会

に置かれている人びとの価値観、環境意識などを

行動計量学の観点から取り込んでおります。 

第一は、社会調査法に関する理論的研究です。

社会調査環境の急激な変動と多様化にともない、

これまで用いられてきた標準的な標本抽出法をい

つまでも適用できるとは限りません。この研究は、

個人名簿がない場合に社会調査を遂行可能にする

ための標本抽出方法を探索的に考案し、偏りの少

ない標本抽出法を考案しています。具体的に言え

ば、住民基本台帳や選挙人名簿などの個人名簿の

代わりに、基本的な統計データ住宅地図とを基に、

個人を抽出するためのアリアサンプリングを構築

し、その精度問題と利用可能性を実証的な調査を

通して考察しています。これに関連する調査票の

設計、標本誤差、非標本誤差などの諸問題にも取

り組んでいます。 

第二は、データ解析法に関する研究です。社会

現象間の｢関連性｣、｢因果関係｣、｢意識構造の有様｣

を解明するためには、さまざまな種類のデータ解

析法が必要ですので、これまでに蓄積された日本

人の国民性調査データ、国際比較調査データ、環

境意識調査データなどを利用して、数量化理論、

対数線形モデル、ロジットモデルなどの統計学的

性質と分析結果の解釈について研究しています。

また、実際の調査データによる国民性の分析、人々

の価値観、環境意識と個人の社会、文化、経済的

背景などの人口統計学的要因との関連性の解明を

も進めています。 

第三は、国民性、価値観、環境意識の国際比較

研究です。21 世紀は、全地球規模的な相互交流、

国際社会への理解と協調が一層求められています。

これまで異なる文化圏・地理圏・民族圏・言語圏

をもつ社会に属する人々の意識調査の方法論を開

発しながら、国際比較の視点から日欧米における

国民意識構造の比較研究を行っています。現在、

この国際比較研究を東アジア諸国の価値観研究へ

拡張させ、文化の伝播変容を解明し、国際協力の

発展の一助となる基礎情報を抽出しています。こ

の研究では、多岐にわたる価値観をもつ人々の意

識の特徴を統計学の観点から抽出し、国際比較研

究の視点から欧米、日韓中における国民意識に関

する異同の有様を探索しています。一方で、国際

比較研究の視点から環境意識の概念、構造的な特

徴を明らかにすると同時に、科学的に収集した調

査データを基に、異なる国・地域間の環境意識の
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異同と形成メカニズムを明らかにし、環境問題と

人間活動との関連を解明し、そして環境問題への

国際協調可能性を探っています。 

最後になりますが、私は長い間に林先生の研究

会である「木曜会」に参加し、幸運にも林先生か

らご指導を絶えずに頂き、また先生のデータの科

学(Data Science)という統計哲学を教わって頂い

たことを、天国の先生に深く感謝申し上げます。 

 
林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

             北條 弘 
このたび、優秀賞をいただけるとの知らせをお

受けした時「まさかこの私が」というのが率直な

気持ちでした。この機会に、10 年以上も出遅れて

計量心理学を目指した私が、どうしてこのような

賞をいただけるまで続けて来られたのかをちょっ

と考えてみました。 
一つは早稲田大学の牧野ゼミのおかげでしょう。

当時の第一文学部・心理学専攻には計量、数理心

理学のような分野で大学院に進みたい学生が一人、

二人おり、その連中を引き受けてくださったのが

教育学部の故・牧野達郎先生でした。牧野先生は

知覚心理学がご専門でしたが、我々のような“よ

そ者”も区別なく厳しくご指導くださいました。

ゼミは非常に活発で、いつも発表・議論・お茶と、

長々と真っ暗になるまで続き、本当にエキサイテ

ィングなひと時でした。このゼミで私は研究の進

め方、研究の面白さを徹底的に教えていただいた

と確信しております。 
もう一つは『多次元尺度法』（髙根芳雄著、1980

年、東京大学出版会）という本との出会いでしょ

う。27 年前の５月 20 日、渋谷・東急プラザの紀

伊国屋書店でそのシンプルな題名に惹かれ、手に

とり、すぐに買おうと決めました。この本は多次

元尺度法あるいは心理学的測定法とは何かを、そ

の真髄から具体的な計算法まで、しかも最先端の

研究内容まで詳説した研究書でした。ここで書評

する資格など、むろん私にはありませんが、少な

くとも私にとっては、その明快な文体と過不足の

ない解説や、最新の知識をともなった深い内容は

他では得られないものでした。その後の私の論文

の多くはこの書なくして書けなかったでしょう。 
以上のように牧野ゼミと『多次元尺度法』が私

の研究活動の原動力になった訳ですが、同時に、

私の論文を査読しアドバイスやヒントを与えて下

さった匿名の先生方も、ある意味、私の“直接的

な”指導者であったことを忘れてはいけないだろ

うと思います。 

最後に、私を推薦してくださった行動計量学会

の皆様に深い敬意と感謝を表したいと思います。

ありがとうございました。 
 
肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して        

東邦大学医学部 城川美佳 
 このたびは、日本行動計量学会奨励賞を選んで

いただき、光栄に存じます。憧れでなかったとい

えばうそになりますが、行動計量学会の学会賞と

いうのは、難しい統計学の理論家の方が受賞され

るものと思っておりましたので、私の様に調査方

法それも電話調査の研究だけを行っているものが

選ばれるとは意外で、受賞の連絡をいただいたと

きには正直驚かされました。推薦してくださった

方々に厚くお礼申し上げます。 
 私は、もともとは医学部で細菌学の研究を行っ

ておりましたが、本学会の会員でおられた豊川裕

之先生が、教授として赴任されてから研究内容が

一変しました。どうしてよいものか悩んでいた時

に、豊川先生から、「城川君、我が国の医学・保健

学領域における電話調査法の研究をしたらどうか

ね。でもやる以上はその分野の第一人者になれ。」

と言っていただき、それ以来このテーマの研究に

従事しております。豊川先生のお言葉の後半部分

については、未だに全く達成できておりませんが、

前半については、やって良かったと思っておりま

す。 
 そして、このテーマの研究を助けていただいた

のが、本学会の前理事長の杉山明子先生でした。

杉山先生が代表をされていた、日本行動計量学会

の小グループ研究会「調査法に関する研究会

(1992.4～1996.3)」のメンバーに加えていただき、

その際にこの学会に入会いたしました。医学畑の

私からすれば、全てが知らなかった事ばかりでい

い勉強になったことを改めて思い出します。 
 私が、このような立派な賞を受賞できたのも、

豊川、杉山両先生をはじめとし、当時の「調査法

に関する研究会」のメンバー、現在私が代表を務

めております小グループ研究会「社会調査研究会」

のメンバーなど多くの方々からのご指導ご鞭撻の

賜物と感謝しております。この場をお借りして深

くお礼申しあげます。今後もより一層努力し、豊

川先生からいただいた言葉の後半部分が少しでも

達成できるよう研究をしていきたいと思っており

ます。ありがとうございました。 
 
肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

立教大学経営学部 中山厚穂 
 
この度は、数年後にいただければと目標にしてい

た奨励賞に選んでいただき、大変光栄に思ってお
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ります。受賞のご連絡を頂いた当初は、私が受賞

してよいものかしばらくの間、戸惑いも感じまし

たが、推薦して下さった方々に厚く御礼申し上げ

ます。 
私は学生時代から多変量解析、特に、多次元尺

度構成法についての研究を行ってきました。多次

元尺度構成法は視覚的に対象間の関係を表現する

ことが可能であり、行動科学の分野をはじめ多く

の分野でこれまで応用されてきました。しかしな

がら、近年の情報技術の発展により多くのデータ

が入手可能となり、非対称データや多元データな

ど様々なデータ形式に対応したモデルの改良や拡

張が求められています。そこで、ソフトウェアへ

の実装を見据えながら、多元データの分析に注目

した研究に取り組んできました。また、最近の市

販のソフトウェアにも多次元尺度構成法は含まれ

ていますが、利用できる手法の種類は限られたも

ので、その使用方法についてもあまり触れられて

いないなど多くの制約が存在しています。今後、

より多くの方々に多次元尺度構成法を利用しても

らえるよう、これらの問題の解決努めていきたい

と考えています。 
日々楽しく研究に取り組むことができるのも、

素晴らしい研究環境を与えて下さった岡太彬訓先

生をはじめ多くの先生方からのご指導ご鞭撻をい

ただいたお陰だと感謝しております。この場を借

りて改めて深謝申し上げます。今後もより一層精

進し、少しでも社会に貢献できるように研究を行

っていきたいと考えております。本当にありがと

うございました。 
 上記の４名の他に古川俊之先生(国立病院機構

大阪医療センター)が、林知己夫賞(功績賞)を受賞

されました。 

 

 
 例年開催しております,「行動計量学会春のセミ

ナー」を本年も下記の要領で開催いたします．統

計ソフトウェアの利用法を中心としたトラックＡ

と，心理学・社会学やマーケティングなどにおけ

るデータ分析に関わる統計理論を紹介するトラッ

クＢを開催します．研究や業務においてデータ解

析を必要とされている方に広く有益な話題を提供

いたします。 
日  時: 平成 19 年 3 月 30 日(金)( 13:30-17:30 )～
31 日(土)(10:00-15:00) 
会  場: 八王子セミナーハウス 

（東京都八王子市下柚木 1987-1） 
プログラム  
 トラックＡ: ソフトウェア講習 
   SPSS ハウツー，橋本貴充(大学入試センター)  
    R によるデータ解析， 中島 晃(北海道大学) 

  Amos 7.0 で一味違う共分散構造分析， 
室橋弘人(早稲田大学) 

  Mplus による構造方程式モデリング－因子分

析・パス解析から最新機能の紹介まで, 尾崎 
幸謙(科学技術振興機構) 

 トラックＢ: 応用統計モデリング 
    ベイズ分類機―ナイーブ・ベイズからベイジ

アンネットワークまで－, 植野真臣(電気通信

大学) 
  現像論とテストテクノロジー,  

荘島宏二郎(大学入試センター) 
  数量化と非線形多変量解析の方法,  

大津起夫(大学入試センター) 
  社会調査における調査不能－ 

「日本人の国民性調査」から－,  
土屋隆裕(統計数理研究所) 

照会先: URL: http://www.bsj-spring2007.net/ 
E-mail: shien@rd.dnc.ac.jp 

2007 年春のセミナー実行委員会:  
大津起夫, 荘島宏二郎, 橋本貴充(大学入試セ

ンター研究開発部) 
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今年の日本行動計量学会大会は、村上征勝先生

を実行委員長として、9月 2日(日)～5日(水)に同

志社大学京田辺キャンパスで開催されます。 

照会先: 

http://www.cis.doshisha.ac.jp/htsumura/BSJ20

07/ 

連絡先: 日本行動計量学会第 35 回大会実行委員

会事務局 

〒610-0394 京都府京田辺市多々羅都谷1-3 同志

社大学文化情報学部 津村研究室内 

TEL＆FAX: 0774-65-7664(直通) 学部事務室 TEL: 

0774-65-7612 FAX: 0774-65-7618・7617 

※事務局不在時は学部事務室にご連絡ください。 

E-mail: bsj07@mail.doshisha.ac.jp 

 

 
学会の Web ページがリニューアルされました 
 昨年の９月，学会の Web ページ 

  http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

をリニューアルしました。各ページをご覧いただ

き，ご意見，ご感想，あるいは掲載したらよいと

思われる情報などを，広報委員会 

  bsj-pr@office.email.ne.jp 

までお寄せいただければ幸いです。 

 また，広報員会では，過去に行われた学会プロ

グラムやシンポジウム，会報などを随時 Web ペー

ジに集約していく作業をしています。記録として

残しておくとよいと思われる情報をおもちでした

ら，ぜひ，ご提供くださいますようお願いいたし

ます。 

 

「会員向けメーリングリスト」への登録のお

誘い 
- 本学会では，会員の皆様に，学会からの情報を

お伝えするために，メーリングリストサービス

(ML)を行っております。 

 ML の参加者は，会員に限定しており，ML には，

広報委員会で承認された下記のような内容のみ送

信されるようになっています。 

 1. 各委員会からのお知らせ，大会，シンポジ

ウム，セミナーなどの案内，Web 更新のお知らせ

など，学会からの情報 

 2. 会員の方が出版された著書や，関連学会の

大会，シンポジウムの案内など，会員の皆様から

お寄せいただいた情報 

 3. その他，広報委員会が適切と認めた情報 

 送信した内容は「過去のメーリングリストアー

カイブ」のページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml/ml_bac

k2007.html 

で見ることができますが，タイムリーな情報を得

るためには，ML にご登録ください。 

 登録は簡単です。会員であることを確認するた

めに会員番号が必要ですので，学会からの送付物

の宛名シールなどを用意して，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

  

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続してください。その中の 

  ［メールアドレス登録］ 

のリンクをクリックし，指示にしたがって登録を

してください。 

 なお，すでに登録されている方にお願いです。 

 ・メールアドレスが変更になった場合は，お手

数ですが，古いアドレスの削除と新しいアドレス

の登録の２つの作業を行ってください。 

 ・ML の配信が不要になった場合も（たとえば退

会など）ご自分でアドレスの削除を行ってくださ

い。 

 最近では，学会に送られてくる各種案内もＭＬ

で配信されることを前提にしたものが増えてきて

おります。また，急な案内や期日の迫った情報な

ど，会報では間に合わないような情報については，

ML で流しており，ML の需要も高まってきています。

どうぞ，たくさんの方の ML への登録をお願いしま

す。 

 

 
東北行動計量学研究会 2006 年度シンポジウ

ム 

（日本行動計量学会第 88 回行動計量シンポ

ジウム）のご案内 
 東北行動計量学研究会（日本行動計量学会地域

部会）では、2006 年度シンポジウムを、東北大学

21 世紀 COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点」との共催で実施いたします。このシンポ

ジウムのご案内を以下に記しますので、参加ご希

望の方は、東北行動計量学研究会事務局の木村邦

博（東北大学大学院文学研究科行動科学研究室）

までお知らせいただければ幸いに存じます。皆様

のご参加をお待ち申し上げます。 

 なお、このシンポジウムは、日本行動計量学会

第 88 回行動計量シンポジウムでもあります。 
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                        記 

東北行動計量学研究会シンポジウム 

"Jusitce and Forgiveness in Social Relations" 

日  時: 2007 年 3 月 24 日(土)14：00～18：00 

会  場: 仙台国際センター小会議室1(〒980-0856 

仙台市青葉区青葉山無番地) 

TEL: 022-265-2211(代表) FAX: 022-265-2485 

URL: http://www.sira.or.jp/icenter/ 

アクセス（地図等）       

http://www.sira.or.jp/icenter/access.html 

使用言語：英語 

報告者（所属等）および報告題目： 

1. Dr. Johan Karremans (Assistant Professor. 

Behavioral Science Institute (BSI) Department 

of Social Psychology Radboud University 

Nijmegen) 

   "The Role of Automaticity in the Forgiveness 

Process" 

2. Satoshi Adachi (COE graduate student of 

sociology, Tohoku University) 

   "A Solution of the Dilenmma between Trust 

and Tolerance: Liberal Nationalism and 

'Community Cohesion' Policy" 

3. Naomi Takada (COE graduate student of social 

psychology, Tohoku University) 

   "Forgiveness in Conflict Resolution: 

Recovery of Fairness by an Audience" 

指定討論者： 

 結城雅樹（北海道大学文学研究科行動システム

科学講座・助教授） 

 長谷川公一（東北大学大学院文学研究科教授） 

司会： 

 木村邦博（東北大学大学院文学研究科助教授） 

共  催：東北大学 社会階層と不平等研究教育拠

点（21 世紀 COE プログラム） 

懇親会： 

 18：30～ 仙台国際センター 1 階 レストラ

ン「ラフォーレ」 

参加申し込み・お問い合わせ先：木村 邦博 

東北大学大学院文学研究科 行動科学研究室 

〒980-8576 仙台市青葉区川内 27-1 

TEL&FAX: 022-795-5967（木村研究室直通） 

E-mail: kkimura@sal.tohoku.ac.jp 

参加申し込み（シンポジウムおよび懇親会）締め

切り： 

 2007 年 3月 18 日(日) 

＊申し込みの際、シンポジウムのみの参加か、シ

ンポジウム・懇親会両方の参加か、明記していた

だければ幸いです。 

 

 

日本行動計量学会 

平成 18 年度 第５回理事会 議事録 

日時: 2006年11月20日(月) 18：00～20：30 

場所: 統計数理研究所 特別会議室 

出席(順不同、敬称略): 飽戸，柳井，森，木村，

前田，山岡，丸山，南風原、杉山，林篤裕，柳原，

植野，大津，鈴木，林文、岩崎、吉野、津村(大会

校) 

記録 前田・吉野 

議事 

1. 第 34 回大会について 

 丸山大会実行委員長より参加者数などに関する

報告があった。賛助会員の参加も多く、収支は第

32 回大会とほぼ同じくらいであり、各方面の協力

に対する謝辞があった。会計等の詳細は参考のた

めに、次期開催校の同志社大学に申し送ることと

した。 

２．次期 35 回大会について 

 繁桝理事欠席のため，村上大会実行委員長の代

理で津村(同志社大学文化情報学部)氏により、次

期は 2007 年 9 月 10 日(月)-13 日(木)、同志社大

学・京田辺キャンパスにて開催予定であり、懇親

会は 12 日の予定であることが報告された。5会場

を使用する予定である。事務局から準備金 30 万円

をお渡しするので、口座を開いてもらうことや、

本年度の開催校からノウハウを伝えることを確認

した。 

なお、大会の発表論文抄録集を事務局が買い取

って国立図書館、情報学研究所等へ寄贈する必要

があることが明示された。特に 2000 年度以降の過

去の分についても遡って補充する必要があるので、

各関係者の協力を求める旨が事務局から告げられ

た。 

３．各種委員会報告 

・編集委員会 岩坪委員長（欠席） 

今泉和文誌編集委員長も欠席のため、吉野より

代理として、9月号は既に順調に出版され、J-STAGE

化も順調に進んでいることが報告された。    

大津欧文誌編集委員長から 2006 年 July 号は 4

本の論文を掲載して発行されたことの説明があっ

た。内規の変更内容についても説明があったが、

審査員へ審査結果の詳細を返すことについては、

今後、運用の様子を見ることにし、不都合があっ

たら再度調整することとされた。 

・運営委員会 

 菊地運営委員長欠席のため、植野運営副委員長

から報告として、シンポジウムやセミナー準備状

況について報告された。春の合宿セミナーについ

ては、担当の大津理事より、場所は確保されたこ

と、プログラムは未定だ，協力依頼があったこと

などが報告された。 
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・広報委員会 

前田広報委員長からは、第 1回会報(2006 年 6

月発刊予定)の遅れについての報告があり、西川委

員長と対応を協議中であることが報告された。ML

は順調に運用していること、今後、登録を強制化

するかの検討を始めたことなども報告された。 

森 WEB ページ担当委員からは、前回理事会後か

らホームページの改訂について、デモを見せなが

ら、説明があった。関連情報のアーカイブ化につ

いてのページの説明や協力依頼があった。特に、

学会初期の資料について学会史委員会との連携す

ることや、「問い合わせ先一覧」表示の改良をする

こと、また諸作業に伴う費用については改めて理

事会に請求することが確認された。 

・組織検討委員会 

林文組織検討委員長が、シニア会員制度と、選

挙に関する細則について、名簿作成に当たっての

対応として資料 4についての役員選出に関する細

則の改訂の提案があり、合わせて資料 3の改訂と

ともに承認された。 

フェロー制度の提案について林文委員長および

岩崎理事から、説明があった。様々な意見が交換

されたが、主旨や制度等の案をもう少し検討をし

て整理してから、再度、理事会で検討することと

した（継続審議）。 

また、シニア会員制度を HP 等でアナウンスする

ことになった。 

・ 学会史編纂委員会 

柳井理事から報告があった。抄録集は第 2巻以

外全部所持していること、来年の大会までに出版

物等について決めたいことなどが報告された。来

年の予算として 20 万円～30 万円を出版・印刷の

ための費用を確保していただき、利用したい旨が

要請され、来年の予算案検討の際に要求し、理事

会で検討をしてもらうこととなった。 

・事務局  

吉野事務局長から、HP および名簿作成のための

構成について確認された。 

入会希望者について審議があり、推薦者のいない

1名については、事務局で再度確認したうえで、

特に問題なければ理事会推薦で承認するというこ

とにした。他の入会者は承認した。退会者の報告

もあった。 

議事録案 4回と総会議事録案が提出され、承認

された。 

会誌（欧文誌）の適切な海外寄贈先があれば無

料で送るので、事務局へ申し出ていただきたいと

いうことが伝えられた。 

Behaviormetrika の販売を担当している日本出

版貿易の対応が検討された。場合によっては、後

の配付・頒布のルートを再検討するするが、これ

については事情を調べて事務局に一任することに

なった。 

４．その他  

・社会調査士資格認定機構の法人化について 

11月 19日に社会調査士資格認定機構の理事会，

評議員会が開催された。吉野理事と岡太理事が出

席し，理事会関係の報告が吉野理事からあった。

特に、来年の 12 月を目途に法人化を目指している

こと、行動計量学会側の理事の交代予定について

報告したこと、定款の制定についての説明があっ

た。 

飽戸理事長から、役員改選については本学会の

事務局案があり、今回の理事会で改選を考えてい

たが，法人化準備作業のため 2006 年度末まで現役

員で継続すべき事情があり，現役員の任期を延長

し、2007 年 3 月の理事会にて 4月以降の役員の交

代を考えたい旨が、飽戸理事長から説明された。

社会調査士資格認定機構へ本学会から理事 1名の

追加をすることについては、林文理事を当てるこ

とが承認された。 

狩野理事は辞退の話が出ていたが，理事として

来年 3月まで継続していただく。編集委員につい

ては、池田央先生を事務局原案として編集委員と

して出ていただく。いずれも事務局預かり。 
・統計関連学会連合について 

連合大会の Web 担当を出して欲しい旨依頼が来

ている件について、検討された。連合大会 Web 担

当は、事務局は森理事であるので、もう一人森委

員が候補を選任することとなった。 

・統計関連学会連合の統計教育関係の委員の選出

については、本学会から代表として出ている馬場

理事が主旨や事情をよく調べていただき、次回理

事会で検討することとなった。 

・その他  

事務局から、関連学会との協力と連携が多くな

ったが、事務局運営や本学会への成果を考慮して、

必要であれば再考していただきたいという意見が

出された。 

次回の理事会は，1月 22 日(月)18:00～統計数

理研究所にて開催される予定となった。 

 

 

 

 

 

計量心理学の国際学会である Psychometric 

Societyの総会国際計量心理学会 2007年大会及び

第 72 回計量心理学会年次大会(IMPS: 

International Meeting of the Psychometric 

Society and the 72nd Annual Meeting of the 

Psychometric Society)が繁桝算男実行委員長（東
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京大学大学院総合文化研究科）を中心として下記

の日程と場所にて開催されます。本大会は日本行

動計量学会との共催となっております。 

会  期: 2007 年 7 月 9日(月)～13 日(金)(但し 9

日はワークショップ) 

会  場: タワーホール船堀(東京都 最寄り駅: 都

営地下鉄 都営新宿線 船堀駅 

http://www.towerhall.jp/ ) 

大会ホームページ: URL: 

http://www.ech.co.jp/imps2007/ 

上記ホームページから Abstract の

online-submission、及び registration が行なえ

ます。 

行動計量学会員は共催学会員ですので、参加費が

割り引かれます。 

Abstract は最大 200 語で、上記 HP 上にご記入い

ただく形式です。投稿期限は 3月 15 日です。 

Oral Session 及び Poster Session をお選び頂く

ことが出来ます。 

また、学会終了後、査読付き論文集を出版する予

定であります。 

本大会は日本学術振興会の国際研究集会助成を受

けております。 

参加費等の詳細につきましては、上記ページをご

覧ください。 

照会先: imps2007@bayes.c.u-tokyo.ac.jp  

構造方程式モデリングや MDS などの多変量解析

法・項目反応理論等のテスト理論・計量心理学等

の世界的権威の先生方が講演されるのみならず、

計量的方法を応用した様々なセッション(医学・マ

ーケティング・社会学・国際比較・交通工学・意

思決定・性格心理・法意識・ケモメトリクスなど)

が開催される予定です。 

上記以外の様々な分野における計量的な方法の応

用例のご講演も歓迎いたします。  

多くの皆様のご参加・ご講演をお待ち申し上げま

す。 

 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆ネットワーク生態学研究会第 3回シンポジウ

ム 

会 期: 2007 年 3 月 15 日(木),16 日(金) 

会 場: 中央大学後楽園キャンパス(5号館 1-2

階) 

照会先: 

URL:http://www.jaist.ac.jp/~yhayashi/NetEcoG

_top.html 

 

☆日本感性工学会第 3回春季大会 

会 期: 2007 年 3 月 16 日(金),17 日(土) 

会 場: 筑波大学 

照会先:日本感性工学会 第 3回春季大会 事務局 

〒305-8577 茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大

学人間総合科学研究科感性認知脳科学専攻 感性

情報学研究室 山中敏正 

TEL&FAX: 0298-53-2702 

E-mail: jskeconf@jske.org 

URL:http://sigkb.jp/2007/ 

 

☆日本発達心理学会第 18 回大会 

会  期: 2007（平成 19）年 3月 24 日（土）～26

日（月） 

会  場: 大宮ソニックシティ(〒330-8669 埼玉県

さいたま市大宮区桜木町 1-7-5) 

照会先: 大会準備委員会 

〒338-8570 さいたま市桜区下大久保 255 埼玉大

学教育学部乳幼児教育講座 

TEL: 03-5520-8821 FAX: 03-5520-8820 

E-mail: jsdp18@procom-i.co.jp 

http://procom-i.co.jp/jsdp2007/ 

 

☆第 77 回日本衛生学会総会 

会  期: 2007 年 3 月 25 日(日)～28 日(水) 

会  場: 大阪国際交流センター 

メインテーマ: Lifestyle Renaissance －人と自

然にやさしい環境学・Spiritual な生きざまの健

康学 

照会先: 第 77 回日本衛生学会総会事務局 〒

565-0871 吹田市山田丘 2-2 大阪大学大学院医学

系研究科社会環境医学講座環境医学内 

TEL 06-6879-3922 FAX 06-6879-3928 

http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/envi/eisei7

7/ 

E-mail:eisei77@envi.med.osaka-u.ac.jp 

 

☆日本オペレーションズ・リサーチ学会第 57

回シンポジウム 

会  期: 3 月 27 日(火) 13:00～17:45 

会  場: 鳥取大学 工学部(鳥取キャンパス) 

実行委員長: 土肥 正(広島大学) 

テーマ: 「信頼性－温故知新－」  

プログラム(予定): 

13:00～13:10 開会挨拶 

13:10～14:00 「位相型確率分布の標準化とパラメ

ータ推定の実際」岡村 寛之(広島大学) 
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14:00～14:50 「信頼性理論におけるベイズ手法の

応用」早川 有(早稲田大学) 

14:50～15:40 「Consecutive-k システムとその周

辺」秋葉 知昭(山形県立産業技術短期大学校) 

16:00～16:50 「ネットワークのセキュリティ評価

と新しい確率モデル」豊泉 洋(早稲田大学) 

16:50～17:40 「安全・安心のための半導体設計・

テスト技術」福本 聡(首都大学東京) 

17:40～17:45 閉会挨拶 

シンポジウム関連照会先: 

E-mail:or2007symposium@rel.hiroshima-u.ac.jp 

参加に関しては

http://www.rel.hiroshima-u.ac.jp/or2007/symp

osium.html をご覧下さい 

 

☆日本学術会議パブリックヘルス科学分科会企

画シンポジウム 

衛生・公衆衛生学における学術研究と個人情報保

護－疫学研究・統計調査の円滑な推進とデータの

有効活用のために－」 

会  期: 2007 年 3 月 28 日(水) 14:00～17:00 

会  場: 大阪国際交流センター(〒543-0001 大阪

市天王寺区上本町 8-2-6) 

 

☆日本オペレーションズ・リサーチ学会 2007

年春季研究発表会  

会 期: 3 月 28 日(水),29 日(木) 

会  場: 鳥取大学 工学部(鳥取キャンパス) 

実行委員長: 河合 一(鳥取大学) 

特別テーマ: 「地方からの OR」 

照会先: E-Mail：or2007@sse.tottori-u.ac.jp 

http://www.rel.hiroshima-u.ac.jp/or2007/ 

 

☆第 27 回日本医学会総会 

会  期: 2007 年 4 月 6日(金)～8日(日) 

会  場: 大阪国際会議場他 

照会先: 第 27 回日本医学会総会 事務局 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-2 大阪大学医

学部銀杏会館内 

TEL: 06-6875-8346 FAX: 06-6875-8347 

E-mail: office@isoukai.jp 

URL: http://www.isoukai.jp/index.html 

 

☆日本認知心理学会第５回大会 

会  期: 2007 年 5 月 26 日(土),27 日(日) 

会  場: 京都大学百周年記念館(〒606-8501 京都

市左京区吉田本町) 

照会先: http://cogpsy.jp/taikai07/index.html 

 

☆日本グループ・ダイナミックス学会第 54 回大

会 

会  期: 2007 年 6 月 16 日(土),17 日(日) 

会  場: 名古屋大学東山キャンパス(〒464-8601 

名古屋市千種区不老町) 

照会先: 日本グループ・ダイナミックス学会第 54

回大会準備委員会 

〒464-8601 名古屋市千種区不老町 名古屋大学

大学院教育発達科学研究科 

TEL：052-789-2654 FAX：052-789-2654 

E-mail: gd54@educa.nagoya-u.ac.jp 

URL: http://psych.educa.nagoya-u.ac.jp/gd54/ 

 

☆第 8 回日本赤十字看護学会学術集会 

会  期: 2007 年 6 月 16 日(土),17 日(日) 

会  場: 日本赤十字豊田看護大学 

メインテーマ: 看護活動と地域社会との協働 

照会先: 第 8回日本赤十字看護学会学術集会事務

局 

〒471-8565 豊田市白山町七曲 12-33 日本赤十字

豊田看護大学内 

TEL: 0565-36-5111 FAX: 0565-37-8557 

URL: 

http://www.rctoyota.ac.jp/08JRCSNS_conf/top.

htm 

E-mail: jrc-8@rctoyota.ac.jp 
 
 

 

公募・求人情報 
☆千葉大学文学部 

1. 募集人員機関名: 准教授 1名 

2. 所属: 文学部行動科学科認知情報科学講座 

3. 教育・研究分野: 行動計量学, 数理心理学, ま

たは数理モデル 

4. 担当科目: 認知情報科学基礎実習, 認知情報

科学基礎演習, データ解析基礎論, 多変量データ

解析論, 計量心理学演習など，週４コマ程度の他，

先進基礎数学セミナーおよび大学院の特別研究な

ど 

5. 応募資格: 博士の学位を有する者 

6. 着任時期: 平成 19 年 10 月１日 

7. 公募締切: 平成 19 年３月 15 日(必着) 

8. 照会先: 〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町

1-33 千葉大学文学部行動科学科認知情報科学講

座 実森正子 

 mjitsu@L.chiba-u.ac.jp  (電話でのお問い合

わせには応じられません) 
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学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを、できるだけ

論文として投稿してください。お待ちしておりま

す。 
和文誌「行動計量学」 

〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘 4-1-1 

多摩大学経営情報学部 今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  

 

 

欧文誌:｢ Behaviormetrika｣ 

〒153-8501 目黒区駒場 2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 大津 

起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  

 

入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳しく

は、下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係 

bsj-post@bunken.co.jp 

担当：貞明靖教 

Tel.03-5389-6209,Fax.03-3368-2822 

 

日本行動計量学会会員数 
(2007 年 3 月 1 日現在) 

 

正会員      1021 名 

準会員        97 名 

名誉会員       8 名 

賛助会員       20 社 

 

日本行動計量学会 Web ページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

春の合宿セミナーWeb ページ 
http://www.bsj-spring2007.net/ 
日本行動計量学会第 35 回大会 Web ページ 

http://www.cis.doshisha.ac.jp/htsumura/BSJ20

07/ 

 

編集後記 

 発行が遅れておりました、会報も今号から、通

常の発行体制に戻すことができました。メーリン

グリストほどの迅速性はありませんが、会員の皆

様の中には会報が手元に届くのを楽しみにしてい

らっしゃる方も少なくないと聞いております。今

後も会員の皆様のお役に立てるような会報を目指

していきたいと考えておりますので、どうぞ宜し

くお願いいたします。 

 学会のメーリングリストへの登録も併せてお願

い申しあげます。本学会のメーリングリストは、

どちらかと言えば、メルマガに近いもので、登録

者が直接メーリングリストに送信することはでき

ず、まず広報委員会に送られ、送信すべき内容で

あるか否かを判断した後に送信されるので、むや

みに大量の情報が送られることはありません。安

心してご登録ください。 
ご意見、ご要望などございましたら、下記の会

報原稿送付先まで、ぜひお聞かせください。 
 
会報原稿送付先 

 皆様からの情報、特に会員の方が出版された本

や、会員に関係があると思われる、シンポジウム、

セミナーなどに関するものをお待ちしております。 

〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲 12-33 

日本赤十字豊田看護大学 

西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 

TEL 0565-36-5111 

FAX 0565-37-8558 

                                             
題字：林知己夫 
会報作成担当：前田忠彦・西川浩昭・菅野剛・田

中ゆかり・生田目崇・西山悦子・広田すみれ・行

廣隆次 
 
 
 
 

 


